
史
学
科
二
十
年
の
歩
み

　
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
は
、
昨
年
四
月
を
も
っ
て
満
二
十

年
目
を
迎
え
た
。

　
一
口
に
「
二
十
年
目
」
と
云
っ
て
し
ま
え
ば
、
い
と
も
簡
単
だ
が
、
現
実
的
に
は
、
そ
れ
は
じ
れ
っ

た
い
程
遅
々
と
し
た
歩
み
で
あ
り
、
ま
た
感
傷
的
に
は
「
一
炊
の
夢
」
に
も
似
た
年
月
の
経
過
で
も

あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
、
史
学
科
創
設
二
十
周
年
目
を
迎
え
、
史
学
研
究
会
機
関
誌
『
史
学
論
叢
』
第
十
六
号
を

刊
行
す
る
に
当
た
り
、
科
二
十
年
の
歩
み
か
ら
、
主
要
な
出
来
ご
と
を
あ
ら
か
た
拾
っ
て
お
き
た
い
。

　
史
学
科
が
創
設
さ
れ
る
十
年
前
の
昭
和
二
十
九
年
十
月
、
別
府
大
学
に
「
附
属
上
代
文
化
博
物
館
」

が
開
設
さ
れ
、
故
清
原
貞
雄
氏
が
館
長
、
学
芸
部
長
に
賀
川
光
夫
、
学
芸
員
に
海
田
泰
三
、
事
務
に

永
井
幹
生
の
諸
氏
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
史
学
科
創
設
の
因
由
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
博
物
館
は
、
市
内
聖
人
ケ
浜
所
在
の
海
浜
ホ
テ
ル
水
族
館
の
旧
施
設
を
借
用
し
て
開
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
一
階
の
旧
水
漕
を
利
用
し
て
孝
古
資
料
を
、
二
階
に
は
、
絵
画
・
美
術
工
芸
資
料

が
展
示
さ
れ
、
こ
の
施
設
は
そ
の
後
、
市
内
遊
覧
バ
ス
の
「
Ｄ
コ
ー
ス
」
と
し
て
、
京
都
大
学
附
属
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の
別
府
地
球
物
理
科
学
博
物
館
と
と
も
に
、
別
府
市
内
の
名
所
の
Ｉ
つ
に
な
っ
て
い
た
。

　
上
代
文
化
博
物
館
を
所
管
す
る
研
究
室
は
、
当
時
正
式
に
は
「
上
代
文
化
研
究
所
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
学
園
の
経
済
事
情
も
影
響
し
て
、
は
か
ば
か
し
い
運
営
も
行
え
ず
、
博
物
館
と

と
も
に
、
表
面
的
は
「
開
店
休
業
」
的
な
存
在
に
陥
っ
た
。

　
し
か
し
、
賀
川
光
夫
を
主
体
と
し
て
、
研
究
活
動
だ
け
は
精
力
的
に
続
け
ら
れ
、
上
代
文
化
研
究

所
の
名
称
は
、
別
府
大
学
考
古
学
研
究
室
、
ま
た
あ
る
時
は
史
学
研
究
室
の
名
称
の
も
と
に
、
昭
和

三
十
六
年
に
至
っ
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
春
以
来
、
後
藤
重
巳
の
手
に
よ
っ
て
、
土
器
類
の
復
元
作
業
が
精
力
的
に
進
め
ら

れ
、
そ
の
数
が
約
六
十
点
に
速
し
た
翌
年
、
こ
の
博
物
館
の
再
出
発
を
目
指
し
た
原
始
文
化
展
が
開

催
さ
れ
、
世
に
予
想
外
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の
展
示
会
で
の
解
説
文
は
、
賀
川
と
後
藤
が
担
当
、

当
時
文
学
部
講
師
で
あ
っ
た
今
永
清
二
が
解
説
板
に
浄
書
す
る
と
い
う
奇
妙
な
取
り
合
せ
で
あ
っ

た
。

　
こ
う
し
た
気
運
の
中
か
ら
、
文
学
部
に
史
学
科
開
設
の
志
向
が
急
速
に
た
か
ま
っ
て
来
た
。

　
戦
後
の
経
済
的
混
乱
期
か
ら
脱
出
し
、
社
会
情
勢
も
や
や
安
定
し
、
加
え
て
国
際
情
勢
が
多
様
化

し
は
じ
め
た
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
至
る
と
、
「
歴
史
」
へ
の
関
心
が
た
か
ま
り
は
じ
め
た
折
で
も
あ
り

別
府
大
学
に
、
既
存
の
国
文
・
英
文
学
科
に
加
え
て
、
史
学
科
の
新
設
が
志
向
さ
れ
た
の
は
、
極
め
て
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当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

　
三
十
七
年
、
大
学
は
、
文
部
省
に
「
史
学
科
」
の
新
設
を
申
請
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
多
忙
な
時
期
を
迎
え
た
。

　
翌
三
十
八
年
早
々
、
文
部
省
か
ら
、
定
員
二
十
名
の
史
学
科
の
新
設
が
認
可
さ
れ
、
賀
川
光
夫
、

今
氷
清
二
、
前
年
か
ら
初
等
教
育
科
で
社
会
を
担
当
し
て
い
た
河
野
房
男
、
宮
崎
県
立
博
物
館
か
ら

鈴
木
重
治
を
迎
え
、
こ
れ
に
後
藤
が
加
わ
り
、
林
章
、
加
藤
知
弘
が
非
常
勤
と
い
う
教
官
陣
容
で
あ
っ

た
。

　
設
置
の
認
可
と
出
発
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
春
、
史
学
科
に
入
学
し
た
学
生
は
、
わ
ず

か
に
八
名
（
の
ち
一
名
編
入
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
学
生
の
出
身
地
は
、
県
内
五
名
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿

児
島
各
一
名
、
う
ち
一
名
が
女
子
で
あ
っ
た
。

　
同
年
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
の
連
休
を
利
用
し
て
教
官
・
学
生
全
員
で
、
野
外
研
究
旅
行
が
企
画

さ
れ
た
。
研
修
地
は
、
大
野
・
竹
田
地
方
で
三
泊
四
日
。
大
野
地
方
で
は
、
大
野
庄
の
遺
跡
を
探
索
、

翌
日
、
朝
地
町
に
宿
泊
し
た
折
に
、
著
名
な
大
恩
寺
遺
跡
・
草
木
遺
跡
の
発
見
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

　
同
年
六
月
、
速
見
都
山
香
町
所
在
の
川
原
田
遺
跡
の
、
そ
し
て
八
月
に
は
、
朝
地
町
大
恩
寺
・
草
木

両
洞
穴
遺
跡
の
第
一
次
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
と
も
に
、
当
時
の
社
会
の
関
心
を
一
手
に
収
め
た
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感
が
あ
っ
た
。

　
翌
三
十
九
年
一
月
、
大
分
合
同
新
聞
社
主
催
の
「
原
始
文
化
１
大
分
の
あ
け
ぼ
の
展
－
」
が
開
催

さ
れ
、
会
場
の
ト
キ
ハ
ホ
ー
ル
に
は
、
開
店
以
来
と
い
う
参
観
者
が
集
ま
り
盛
況
を
見
せ
た
。
展
示

解
説
は
、
史
学
科
が
す
べ
て
を
担
当
し
た
。

　
同
年
四
月
の
新
入
生
は
十
三
名
に
達
し
、
男
子
、
女
子
半
々
の
比
率
で
、
出
身
地
も
九
州
一
円
に

ま
で
及
ん
だ
。

　
同
年
八
月
に
は
大
恩
寺
・
草
木
洞
穴
遺
跡
の
第
二
次
調
査
が
行
な
わ
れ
、
更
に
多
大
な
成
果
を
世
に

問
う
た
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、
学
生
の
研
究
志
向
も
多
様
化
し
、
史
学
科
学
生
か
中
心
と
な
っ
て
「
別
府
大

学
伝
説
研
究
同
好
会
」
が
結
成
さ
れ
、
や
が
て
こ
の
同
好
会
は
、
正
式
サ
ー
ク
ル
の
「
歴
史
研
究
部
」

と
な
り
、
機
関
誌
「
海
」
が
「
歴
史
の
海
」
と
改
名
さ
れ
、
急
速
に
発
展
を
と
げ
た
。

　
四
十
年
に
入
る
と
、
九
州
大
学
・
広
島
大
学
・
北
海
道
大
学
等
か
ら
、
小
林
・
伊
藤
・
矢
田
氏
ら
を

迎
え
て
の
集
中
講
義
体
制
も
整
っ
た
が
、
何
を
さ
て
お
い
て
も
重
要
な
出
来
ご
と
は
、
史
学
研
究
会

の
結
成
と
機
関
誌
『
史
学
論
叢
』
の
発
刊
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
史
学
論
叢
』
の
刊
行
作
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
夏
か
ら
始
め
ら
れ
、
四
十
年
一
月
に
刊
行
さ
れ

た
。
木
号
に
は
賀
川
光
夫
の
序
文
と
、
河
野
、
今
永
の
二
論
文
、
三
十
九
年
の
広
島
大
学
伊
藤
隆
夫
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教
授
の
講
義
要
旨
を
掲
載
し
、
こ
こ
に
、
史
学
研
究
会
と
そ
の
機
関
誌
は
、
順
々
の
声
を
上
げ
た
の

で
あ
る
。

　
同
年
十
一
月
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
原
子
力
船
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
佐
世
保
に
入
港
、
こ
れ
に
反

対
す
る
国
民
、
市
民
運
動
の
波
は
、
当
然
、
別
府
大
学
に
も
波
及
し
史
学
科
学
生
も
こ
れ
に
参
加
、

逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
り
、
学
生
の
社
会
運
動
へ
の
関
心
も
高
揚
し
た
。

　
四
十
年
春
の
新
人
学
生
は
二
十
八
名
に
及
び
、
学
生
定
員
が
三
十
名
に
訂
正
さ
れ
た
。
こ
の
年
五

月
、
京
都
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
展
」
に
は
、
史
学
科
学
生
を
中
心
に
、

二
泊
三
日
の
研
究
旅
行
が
企
画
さ
れ
た
。

　
同
年
夏
、
別
府
大
学
・
東
北
大
学
・
東
京
大
学
・
長
崎
大
学
の
協
同
に
よ
る
大
野
郡
緒
方
町
大
石

遺
跡
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
翌
四
十
一
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
主
力
は
、
勿
論
本
学
史
学
科

で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
世
に
問
わ
れ
る
に
伴
な
っ
て
、
本
史
学
科
に
対
す
る
関
心
も
た
か
ま
り
、
四
十

一
年
度
大
学
生
は
六
十
五
名
に
達
し
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
は
、
別
府
大
学
開
学
二
十
周
年
目
に
当
た
る
年
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
開
設
の
地
方

私
立
大
学
は
、
施
設
を
は
じ
め
す
べ
て
が
劣
悪
な
諸
条
件
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
状
態
か
ら
脱
皮
す
る

に
は
勢
い
、
入
学
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
学
生
の
募
集
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
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こ
の
た
め
、
四
十
一
年
度
の
史
学
科
人
学
生
は
六
十
余
名
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
高

揚
す
る
学
生
の
自
治
意
識
と
、
学
生
運
動
で
は
、
水
増
し
入
学
の
非
が
論
ぜ
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

　
次
第
に
激
化
す
る
全
国
の
学
園
紛
争
を
鎮
静
す
る
対
策
と
し
て
、
政
府
が
四
十
四
年
「
大
学
の
運

営
に
関
す
る
臨
時
法
案
」
を
制
定
す
る
と
、
大
学
紛
争
は
、
火
に
油
を
注
ぐ
様
相
を
呈
し
、
別
府
大

学
で
も
、
そ
の
例
に
も
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
前
、
四
十
二
年
二
月
、
史
学
科
の
井
脇
信
子
を
委
員
長
と
す
る
学
生
自
治
会
執
行
部
が

解
散
、
続
い
て
、
同
じ
史
学
科
の
久
保
津
次
委
員
長
と
な
り
、
史
学
科
そ
の
も
の
が
紛
争
の
真
只
中

に
押
し
出
さ
れ
た
。

　
四
十
三
年
、
四
年
と
こ
の
紛
争
が
続
き
、
同
年
九
月
に
は
、
入
学
金
を
は
じ
め
納
入
金
値
上
げ
の

問
題
に
端
を
発
し
た
運
動
は
、
つ
い
に
前
期
試
験
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
三
人
の
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ス
ト

に
ま
で
発
展
し
た
が
、
そ
の
先
導
に
は
、
常
に
史
学
科
の
学
生
が
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
生
運
動
に
ま
い
進
し
た
学
生
た
ち
の
多
く
は
、
一
つ
の
著
し
い
個
性
を
有

し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
、
強
力
な
自
治
の
主
張
と
と
も
に
、
極
め
て
真
剣
な
勉
学
者
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
、
研
究
意
欲
も
旺
盛
で
あ
り
、
充
分
の
学
力
を
修
得
し
、
従
っ
て
大
分
県
を
は
じ
め
と
す

る
九
州
各
県
の
教
育
委
員
会
、
市
町
村
教
育
委
員
会
等
に
難
関
を
突
破
し
て
就
職
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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昭
和
五
十
一
年
、
別
府
大
学
は
創
立
三
十
周
年
目
を
迎
え
、
そ
の
記
念
と
し
て
記
念
館
＝
博
物
館

が
新
築
さ
れ
、
同
年
十
月
成
大
な
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
博
物
館
は
、
史
学
科
を
中
心
と
す
る
学
芸
員
養
成
課
程
の
為
の
講
義
や
実
習
に
活
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
史
学
科
の
主
た
る
授
業
も
こ
こ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
四
階
の
展
示
室
は
、
史
学
科
考
古
学
研
究
室
が
所
蔵
す
る
考
古
資
料
を
主
体
に
、
課
程
履
修
の
学

生
に
よ
る
資
料
展
示
実
習
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
資
料
収
蔵
室
に
所
蔵
さ
れ
る
旧
石
器
・
縄
文
時
代

を
中
心
と
す
る
考
古
資
料
の
質
と
量
と
は
、
西
日
本
一
を
誇
る
程
に
な
っ
た
。

　
三
階
に
設
け
ら
れ
て
い
る
古
文
書
室
に
も
、
東
九
州
地
区
の
近
世
期
文
書
史
料
が
収
集
・
保
管
さ

れ
、
研
究
や
学
生
の
教
育
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
東
洋
史
・
西
洋
史
等
外
国
史
研
究
に
不
可
欠
な
基
本
史
料
の
収
集
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て

い
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
春
、
史
学
科
は
文
部
省
か
ら
八
十
名
の
定
員
増
が
認
可
さ
れ
、
以
降
、
史
学
科
の

学
生
総
数
は
、
文
学
部
学
生
の
四
割
を
占
め
る
大
世
帯
と
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
春
、
第
十
八
期
目
の
学
生
が
卒
業
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
卒
業
生
の
総
数
は
約
一

一
〇
〇
名
に
達
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
中
葉
以
降
、
史
学
科
教
官
は
、
次
第
に
隆
盛
化
す
る
県
、
市
町
村
史
誌
の
編
集
刊
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行
事
業
に
こ
と
ご
と
く
関
係
し
、
社
会
的
に
大
き
く
貢
献
し
続
け
て
来
た
。

　
一
方
、
卒
業
生
も
、
大
分
は
勿
論
、
福
岡
・
熊
本
・
鹿
児
島
・
沖
縄
を
は
じ
め
、
九
州
内
の
各
県
、
中

国
地
方
の
諸
県
お
よ
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
等
に
就
職
し
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。

　
史
学
科
内
部
の
講
座
も
、
今
日
で
は
、
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
・
考
古
学
と
四
分
野
に
亘
っ
て
編

成
さ
れ
、
文
献
書
籍
史
料
も
研
究
上
ほ
ぽ
不
足
の
な
い
状
態
に
ま
で
充
実
さ
れ
て
来
た
。

　
専
任
教
官
九
名
に
加
え
て
、
非
常
勤
五
名
、
集
中
講
義
四
名
の
陣
容
は
、
地
方
私
立
大
学
と
し
て

は
、
異
聞
に
価
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
反
面
、
最
近
の
学
生
の
学
習
研
究
意
欲
は
、
や
や
も
す
る
と
低
迷
気
味
で
あ
り
、
問
題
が

な
い
で
も
な
い
。

　
四
半
世
紀
、
半
世
紀
後
の
史
学
科
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
は
、
更
に
真
摯
な
研
究
と
教
育
指
導
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
し
、
学
生
自
身
の
確
た
る
研
究
意
欲
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
後
藤
）
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